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ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
開
所
1
周
年
を
迎
え
て

　
多
く
の
ご
来
賓
や
ご
家
族
様
を
お
迎
え
し
て
開
所
1
周
年
祝
賀
会
を
開

催
で
き
ま
し
た
こ
と
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
船
岡
寮
の
頃
。「
あ
の
な
、寮
長
」と
話
し
か
け
ら
れ
ま
す
。「
ど
う
し
た

ん
？
○
○
さ
ん
」「
近
頃
、こ
の
あ
た
り
が
痛
と
う
て
な
、夜
中
に
な
、寝
ら

れ
へ
ん
の
や
」と
か
、「
△
△
さ
ん
、嫌
い
や
。ま
た
、悪
口
い
う
た
は
る
に
き

ま
っ
て
い
る
。腹
立
つ
わ
」と
か「
目
、見
え
へ
ん
し
、な
ん
も
楽
し
み
な
い
。

死
に
た
い
」な
ど
な
ど
。お
話
し
の
多
く
は
私
た
ち
の
無
力
さ
を
嘆
く
だ
け

の
訴
え
で
す
。

　
そ
れ
で
も
私
た
ち
は「
あ
な
た
の
傍
ら
に
い
ま
す
」と
い
う
こ
と
だ
け
は

は
っ
き
り
と
い
え
ま
す
。い
つ
も
傍（
そ
ば
）に
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で

な
く
、た
と
え
離
れ
て
い
て
も
あ
な
た
の
こ
と
を
見
守
っ
て
い
た
い
し
、で

き
る
だ
け
理
解
す
る
よ
う
努
め
ま
す
、と
い
う
こ
と
も
含
ん
で
い
ま
す
。安

心
し
て
下
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の「
お
話
し
を
お
聞
き
す
る
」と
、同
時
に
、大
切
に
し
て
い
る
の
は

「
お
声
か
け
を
す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。今
の
状
況
、情
景
が
浮
か
ぶ
よ
う

に
話
し
か
け
ま
す
。あ
な
た
の
ペ
ー
ス
で
ゆ
っ
く
り
と
わ
か
る
よ
う
に
話

し
ま
す
の
で
安
心
し
て
下
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　「
ど
う
ぞ
、安
心
し
て
下
さ
い
」と
い
う
気
持
ち
、こ
の
基
本
を
私
た
ち
は

繰
り
返
し
皆
さ
ま
に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
節
目
の
時
に
、慌
た
だ
し
い
日
々
で
あ
り
ま
し
て
も
基
本
を
忘
れ

ず
に
、よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
ま
す
よ
う
前
進
し
て
い
き
ま
す

の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　    （
高
齢
支
援
部
部
長
　
伊
藤
康
子
）
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世の中の人にライトハウスの
サービスを伝えたい！

皆さんに満足してもらえる
よう、 サービスに磨きを
かけていきます！

もっとみんなに利用してもらえるよう、
創意工夫したい！

1 3

2

    2017〜 2020年度　   計画目標=めざす理想

視覚障害等のある人が、 個人として尊重され、

その能力を発揮し、 社会の一員としてその人らしい

自立した生活を営むことができる社会の実現。

　ライトハウス通信やホームページを充実させていくため、
今年度、広報委員会が発足しました。必要な情報をきめ細や
かに、お伝えしていきます。 　今年度は生活介護事業所らく

らくにおいて、車椅子のまま入
れるお風呂をより使いやすくリ
フォームします。

　情報製作センターでは、視覚に障害のある
方のニーズに応えられるよう、点字出版物や
オリジナル製品づくりを行っていきます。
　就労支援事業所FSトモニーでは、利用され
ている方の工賃を上げるためにも、より多く
のお客様に購入・利用していただける商品や
サービスづくりを行っていきます。　デイサービスに付加価値を付けるため、食事、入浴、レク

リエーションだけでなく、今年度よりマッサージのサービ
スを提供します。地域のイベン
ト等に出向いて介護相談を行う
機会をつくります。地域との交
流イベントを開催するなど、身
近に感じてもらえる施設を目指
します。

　京都府南部にお住まいの方のため、南部サテライトとして、毎月みんな
で交流できる場を設けています。相談員や訓練士、同じ見えない見えに
くい仲間と一緒に、悩みや生活の工夫を共有しています。
　また、情報ステーションでは、年に数回、京都府内の公共図書館等の場
所をお借りして、デイジー図書の普及活動を進めています。

●ライトハウス朱雀のデイサービス・ショートステイ・
　ケアプラン作成を積極的にアピールします

●皆さんのお住まいの地域に伺います

●新しい設備を導入していきます

●魅力ある商品を作り販売していきます

基本理念

いい湯
だなぁ〜

見えない見えにくい人をはじめ、 支援が必要な方に利用してもらえるよう、
サービス内容をもっと良くしてどんどん提供していきたい！1目標

未来へ 発進！
進め、ライト ハウス

デイサービスの外出会の様子

訓練士とパソコンの練習 仲間と一緒に点字を読む

切り絵袋（５枚入り）
150円

裂き織　ふかふかポーチ
Ｓ１３５０円
Ｍ１８００円
Ｌ２５００円

ヘアポンポン
ブーケ

Ｓ６５０円
Ｍ８５０円

Ｌ１３００円

エコバッグ　
500円

触地図　
京都市内図

1000円

触地図　
伊勢志摩
周辺図

1500円

触地図　
北陸地図
1500円

ワンポイントT シャツ ( 半袖 )
　　　1000円

③

ドット・
テイラー

商品

FS
トモニー

商品



　

早期開設に向けて
動き出しています！

視覚などに障害のある方に便利なグッズを紹介したい！

支える側も協力し、 もっと広がるより良い生活！4 5

1

    2017〜 2020年度　   計画目標=めざす理想

　視覚障害等のある小学生から高校生
までを対象にした放課後等デイサービ
ス事業所、福祉的就労でもより高い賃
金を保障する就労継続支援（Ａ型）事業
所の開設構想を描いています。その実
現に向けて具体的な取組みを進めてい
きます。

　毎週水曜午後、ロービジョン相談を開催しています。必要な方には、
拡大読書器・遮光眼鏡などを試していただけます（要予約）。補装具・
日常生活用具の販売および斡旋も行っています。

　誰もが気持ちよく街を
歩けるように、視覚障害者
の交通事情を伝える集会
を行います。

　見えない、見えにくい体験を通して、
視覚に障害のある人たちの生活や実状
を知っていただきます。

　京都府視覚障害者協会、京都視覚障害者支援センター、関西盲導
犬協会などと相互協力していきます。

●視覚などに障害のある方の生活がもっと良くなるために

●視覚障害の理解に向けた４つの啓発イベントを毎年開催します

　障害者支援施設鳥居寮及び相談支援室・障害者地域生活支援セン
ターほくほくが中心となり、京都府眼科医会や京都府視覚障害者協
会と協働して、ロービジョンネットワークの構築を進めています。
医療関係者と福祉関係者の連携を行います。

●医療から福祉までの切れ目のない支援

　これからもより多くの方々に協力していただけるよう、
意義のある活動を行っていきます。

●ボランティアのみなさんに感謝

2017 年から 2020 年度の中期計画を
たてました。京都ライトハウスオリジナル
点字キャラクター THE Dot's が、
詳しく楽しくご紹介します。

船出
します

ライトハウスの支援技術やノウハウを普及していきます！2目標

未来へ 発進！
進め、ライト ハウス

の紹介

点字は6つの点で文字をつくります。下に並んだ
2つの点は「つなぎ符」という記号、上に並んだ
2つの点はかな文字の「う（ウ）」を意味します。 
二人が手をつないでいるのは、「一緒に歩こうね」
そんな気持ちも込められています。

白杖安全デー

あい・らぶ・ふぇあ

1

2

白杖安全デー　パレードの様子 あい・らぶ・ふぇあ 　オープニングは THE DOT' Ｓと一緒に歌います♪

視覚障害の理解への啓発と支援
する技術を、 広く伝えていきます！2

しっかり者の
ツナギちゃん

うっかり者の
ウー君

②

拡大読書器 音声腕時計触読式腕時計
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⑤

決算規模

2016 年度　決算報告

社　会　福　祉　事　業
総合計

本部 建設 施設 あいあい 鳥居寮 らくらく トモニー 相談支援室 養護朱雀 特養朱雀
 収  入  ａ 179,666 1,234,873 209,013 60,615 84,592 64,518 96,337 37,091 243,506 430,694 2,640,905

 支  出  ｂ 202,408 1,293,546 203,052 59,163 89,291 61,787 95,498 32,605 236,015 359,514 2,632,879

 収支差額 ｃ（ａｰｂ） ▲ 22,742 ▲ 58,673 5,961 1,452 ▲ 4,699 2,731 839 4,486 7,491 71,180 8,026

 当期積立金 98,500 0 0 0 0 0 0 0 3,000 0 101,500

 累計繰越金 25,886 0 122,743 35,166 29,510 56,492 14,658 15,648 78,191 71,180 449,474
　
前
期
収
支
状
況

前期収入 355,579 990,748 206,249 61,522 93,092 73,653 101,182 34,919 304,336 0 2,221,280

　対前期増減 ▲ 175,913 244,125 2,764 ▲ 907 ▲ 8,500 ▲ 9,135 ▲ 4,845 2,172 ▲ 60,830 430,694 419,625

前期支出 354,033 987,671 203,247 61,311 96,161 69,379 102,014 38,226 295,031 0 2,207,073

　対前期増減 ▲ 151,625 305,875 ▲ 195 ▲ 2,148 ▲ 6,870 ▲ 7,592 ▲ 6,516 ▲ 5,621 ▲ 59,016 359,514 425,806

< 累計積立金の状況 >

本部 建設 施設 あいあい 鳥居寮 らくらく トモニー 相談支援室 養護朱雀 特養朱雀 合計

人件費積立預金 42,500 0 16,470 0 2,400 0 0 0 1,300 0 61,370

修繕積立預金 61,650 0 3,000 12,000 2,000 10,000 0 0 3,000 0 88,650

備品等購入積立預金 29,500 0 7,000 5,000 1,500 22,000 0 0 0 0 65,000

整備資金積立預金 7,000 0 30,000 10,000 0 0 0 0 0 0 47,000

移行時特別積立金 0 0 0 0 1,187 0 0 0 0 0 1,187

退職給与積立預金 34,699 0 0 0 0 0 0 0 0 0 34,699

合計 175,349 0 56,470 27,000 7,087 32,000 0 0 4,300 0 297,906

決算概況 ( 単位：千円 )　

※財務諸表はホームページに公開しています。　　　http://www.kyoto-lighthouse.or.jp/

　本年度の決算規模は、総合計収入は26億4,090万円、支出は26億3,287万円で、当期繰越金は802万円となりました。

　決算規模が前年度に続き20億円を超える規模となったのは、ライトハウス朱雀の建設工事が無事に完了し、多額の建設費用

の支払や助成金・借入金の授受などにより、施設整備等資金収支が増えたためです。本来の事業規模については、ライトハウ

ス朱雀の運営が開始となったことから、事業活動支出総合計は10億7,722万円となり、はじめて10億円を超える規模となりま

した。

　事業活動収支では、介護保険事業において、特養の満床時期が遅れたことや在宅サービスの利用が伸び悩んだことなどによ

り厳しい収支となりました。また、障害福祉サービス等事業でも、全体に利用率の低下がみられ、2016年度決算と比べ収入減

となりました。その中で、トモニーと相談支援室では利用者数や相談件数が伸び、前年度から収入が増加しました。人員体制

が取れずに利用者の受入を抑制した部署など対応すべき課題は残っていますが、健全な運営を図るため、本館・朱雀共に、利

用率向上や経費削減などの経営努力を一層強めてまいります。



　どんな風雨の中でもきちんと舵取りできる
よう、法人ガバナンスを確立していきます。

　今年度キャリアパス制度を再構築しました。これはトッ
プダウンの組織運営を強めるためではなく、「立場が人をつ
くる」という思いから始めました。
　どうしたら利用されている方に喜びを感じていただける
かということを、現場で働く職員一人ひとりが考え、自主
的に行動できる人づくりを行っていきます。

　法人経営や事業運営を担える人を育てる研修を実施する
とともに、人事評価制度を導入します。　

2017〜 2020年度　計画目標=めざす理想

●良質なサービスが提供できる人を育てます

●法人経営を担える人を育てます　

私たちは
進んでいきます

このような
理想をもって

ライトハウスの経営基盤を
強くします！3目標

1

2

安心・安全で安定したサービス
提供ができる体制をつくっていきます

これからのライトハウスを
担う人材を育てていきます

　視覚に障害のある方に、運動やスポーツをする喜び
を感じてもらいます。

　地域の皆さんや障害のある方、みんなに楽しんでい
ただきたいお祭りです。

チャレンジ・ラン 京都ライトハウスまつり3 4

●視覚障害者に対する支援技術の
　普及に取り組んでいきます

　例えば、朱雀で行われている視覚障害者への支援や対応の
技術を、他の高齢者施設に普及させていきます。
　また一般企業の従業員の方に視覚障害者のサポート方法を
伝えていきます。

「白杖を持っていたから電車で席を譲っ
たのに、スマートフォンを使っているな
んて本当は見えているんじゃないの？」
と言われ、とても悲しい思いをされた
弱視の方がおられます。

　白杖を持っている人は全く目が見えない全盲の方だ
けとは限りません。
　中心や周囲が見えない視野狭窄や、視力が低くてぼ
んやり見える弱視の方も白杖を使用されます。
　スマートフォンは、全盲の方には画面の文字を読み
上げる音声案内機能が使え、弱視の方には画面を拡大
できるので、視覚障害のある方にとっても、便利な機
器なのです。

おおきに
手引き

しましょうか

④

チャレンジ・ラン　走る気持ちよさを一緒に感じましょう！ ライトハウスまつり　盛り上がる模擬店！

コ ラ ム
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⑦

F
S
ト
モ
ニ
ー

鳥
居
寮

ら
く
ら
く

障
害
者
支
援
施
設

生
活
介
護
事
業
所

就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続

支
援
（
B
型
）
事
業
所

　
主
に
、
中
途
で
視
覚
障
害
に
な
ら
れ
た
方
の
自
立
と
社
会
復
帰

を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
で
す
。
入
所
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
自
立
の
促
進
や
、
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
サ
ー
ビ
ス
を
、
18
歳
以
上
で
在
宅
の
視
覚
障
害
の
か
た
を
中

心
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

視
覚
な
ど
に
障
害
の
あ
る
18
歳
以
上
の
か
た
が
、
仕
事
を
通

じ
て
社
会
参
加
す
る
場
で
す
。
仕
事
に
つ
い
て
は
、
そ
の
か
た

の
希
望
に
そ
っ
た
作
業
内
容
を
相
談
し
て
決
定
し
ま
す
。

F
S
ト
モ
ニ
ー
か
ら
あ
い
あ
い
教
室
卒
園
生
へ

〜
後
輩
へ
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

て
を
と
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

特
殊
介
護
浴
槽
始
動
し
ま
す

　

卒
園
生
一
人
ひ
と
り
に
向

け
て
、
あ
い
あ
い
教
室
の
先

生
た
ち
が
心
を
こ
め
て
刺
繍

を
さ
れ
た
巾
着
袋
。

　

F
S
ト
モ
ニ
ー
で
は
、
毎

年
こ
の
巾
着
の
縫
製
の
お
仕

事
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
生

産
の
一
部
を
担
当
す
る
の
は
、

あ
い
あ
い
O
B
の
仲
良
し
３

人
組
で
す
。

　
職
員
：「
今
年
は
３
人
だ
け

で
納
品
に
行
っ
て
も
ら
う
で
。

私
は
そ
れ
を
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
と
し
て
カ
メ
ラ
で
追
い
か
け
る
こ
と
に
し
た
か
ら
」

３
人
：「
え
～
～
～
!!
３
人
だ
け
!?
」

　
こ
の
提
案
に
３
人
は
、
ド
キ
ド
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
、
ソ

ワ
ソ
ワ
！
連
日
話
題
は
持
ち
き
り
で
す
。

　
完
成
し
た
巾
着
を
持
っ
て
、
い
ざ
納
品
！
途
中
、
手
ぶ
ら
で
き
て

い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
大
慌
て
で
商
品
を
取
り
に
戻
る
と
い
う
ハ
プ

ニ
ン
グ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
方
に
ば
っ
ち
り
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
巾
着
に
は
、
先
生
方
の
愛
情
と
先
輩
た
ち
の
エ
ー
ル
が
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
色
ん
な
出
会
い
や
経
験
を
重
ね
、
大
き

く
な
っ
て
い
か
れ
る
中
で
使
っ
て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
以
下
、

あ
い
あ
い
O
B
の
３
人
組
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。「
人
生
は
一
度

き
り
。
こ
の
時
間
、
こ
の
命
を
大
切
に
し
て
下
さ
い
。
ち
ょ
っ
と
硬

い
か
な
！
（
笑
）」

　
鳥
居
寮
に
は
、
入
所
生
の
皆
さ
ん
の
通
院
や
買
い
物
、
帰
省
な
ど

の
手
引
き
を
お
手
伝
い
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
名
も
「
て
を
と
る
」。
36
年
の
歴
史
が
あ
り
、
た

く
さ
ん
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
る
た
め
の
お
出
か
け
企
画
で
す
。

　
空
は
快
晴
、
気
温
も
ぐ
ん
ぐ
ん
あ
が
り
そ
う
な
５
月
下
旬
、
日
曜

日
の
午
後
。メ
ン
バ
ー
は
、入
所
生
８
人
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
５
人
、

職
員
２
人
。
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
近
辺
の
西
陣
界
隈
そ
ぞ
ろ
歩
き
。
職
員

が
観
光
ガ
イ
ド
を
務
め
ま
す
。

　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
を
出
発
し
て
、
ま
ず
は
千
本
え
ん
ま
堂
と
釘
抜
き

地
蔵
へ
。
え
ん
ま
様
の
ご
利
益
に
あ
や
か
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り
、

病
気
平
癒
の
お
礼
札
に
つ
い
て
い
る
釘
抜
き
を
触
っ
て
み
ま
す
。
そ

の
後
は
バ
ス
で
今
宮
神
社
に
移
動
。
本
殿
参
拝
の
後
は
、
境
内
の

重お
も
か
る
い
し

軽
石
、
阿あ

ほ
か
し

保
賢
さ
ん
を
試
し
て
み
ま
す
。
お
願
い
ご
と
を
し
た
後

は
、
軽
い
か
な
？
重
い
ま
ま
か
な
？
そ
し
て
、
お
待
ち
か
ね
の
あ
ぶ

り
餅
。

　
お
店
の
縁
側
を
抜
け
る

風
が
気
持
ち
よ
く
、
皆
さ

ん
笑
顔
。
き
な
粉
の
香

ば
し
い
香
り
と
白
み
そ
味

に
、
皆
さ
ん
大
満
足
。

　
「
こ
う
や
っ
て
歩
け
る

こ
と
が
う
れ
し
い
」。
利

用
者
さ
ん
が
何
度
も
言
わ

れ
た
言
葉
で
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
と
一
緒
に
、

安
心
し
て
楽
し
く
出
か
け

る
時
間
は
、
大
切
で
す

ね
。
本
当
に
い
い
休
日
で

し
た
。

　

６
月
１
日
、
ら
く
ら
く

の
お
風
呂
場
で
は
気
持
ち

よ
さ
そ
う
に
機
械
浴
を
す

る
利
用
者
さ
ん
の
姿
が
あ

り
ま
し
た
。
実
は
こ
の
機

械
浴
、
利
用
者
さ
ん
が
浸

か
る
の
は
こ
の
日
が
初
め

て
と
な
る
新
し
い
特
殊
介

護
浴
槽
な
の
で
す
。

　

５
月
は
一
ヶ
月
の
間
、

ら
く
ら
く
で
は
入
浴
サ
ー

ビ
ス
を
停
止
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
リ
フ
ト
浴
に
変
わ
る
特
殊
介
護
浴
槽
の
設
置
工
事
を
し
て

お
り
、
５
月
31
日
に
つ
い
に
工
事
が
完
了
し
た
の
で
す
。
今
ま
で
の

リ
フ
ト
浴
の
機
械
は
、
ら
く
ら
く
開
設
当
初
か
ら
使
用
し
て
い
る
も

の
で
し
た
。
交
換
時
期
が
迫
り
新
た
な
機
械
導
入
の
計
画
が
立
ち
上

が
っ
て
か
ら
、
な
ん
と
２
年
越
し
の
計
画
で
し
た
。

　
工
事
完
了
直
後
に
は
、
特
殊
介
護
浴
槽
メ
ー
カ
ー
の
社
員
さ
ん
か

ら
、
機
械
の
操
作
や
安
全
に
つ
い
て
の
講
習
が
あ
り
ま
し
た
。
利
用

者
さ
ん
が
安
全
・
快
適
に
入
浴
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ま
ず
機

械
の
操
作
方
法
を
職
員
が
熟
知
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
職
員
一
同
は
真
剣
に
説
明
を
聞
き
、
気
に
な
る
こ
と
は
細
か
い
点

ま
で
質
問
を
し
ま
し
た
。
ま
た
職
員
が
実
際
に
入
浴
し
て
、
利
用
者

さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
の
ケ
ー
ス
で
、
ど
こ
に
注
意
す
る
か
な
ど
の
確

認
も
行
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
新
た
な
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
工
夫
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

今宮神社、朱色の三門前で、記念撮影。皆さん、いい笑顔です。

機械の説明を受ける職員

カメラを構えてこっそりついてくる職員に、パパラッチや～と笑顔の３人組！

本館
1F

鳥居寮

本館
4F
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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

情
報
製
作
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
教
室

（
点
字
図
書
館
）

（
点
字
出
版
所
）

視
覚
支
援

　
点
字
図
書
や
録
音
図
書
の
貸
出
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ご
利
用
に
は
利
用
登
録
が
必
要
で
す
。
利
用
登
録
は
、

来
館
ま
た
は
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
情
報
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
即
時
対
応
を
目
ざ
す
と
と
も
に
、

視
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
、
個
性
と
特
色
の

あ
る
出
版
施
設
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
あ
い
あ
い
教
室
は
、
視
覚
の
発
達
に
不
安
を
感
じ
て
い
た
り
、

視
覚
に
障
が
い
が
あ
る
子
ど
も
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
の
た
め
の

施
設
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
向
け
て
の
新
た
な
一
歩

〜
文
字
な
ど
を
視
覚
障
害
者
に
伝
え
る
た
め
に
〜

中
学
英
語
教
科
書
の
点
訳
を
新
し
い
規
則
に

基
づ
い
て
実
施
！

毎
年
恒
例
！
あ
い
あ
い
親
子
遠
足　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

  

in 

京
都
府
立
植
物
園　
　
　

　

今
年
も
「
京
都
市
点
訳
・

音
訳
奉
仕
員
養
成
講
習
会
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
４

月
15
日
、５
月
13
日
の
両
日
、

点
訳
・
音
訳
講
習
会
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
、
視
覚
障
害
の
皆
さ

ん
へ
の
声
か
け
の
ポ
イ
ン
ト

や
福
祉
制
度
に
つ
い
て
の
紹

介
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
音
訳
」
と
は
、「
視
覚
障

害
者
の
目
の
代
わ
り
に
、
書
か
れ
た
情
報
を
声
を
出
し
て
伝
え
る
こ

と
」
で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
リ
ー
ル
に
よ
る
貸
出
も
含
め
る
と
、
我
が

国
で
の
歴
史
は
60
年
に
な
り
ま
す
。
近
年
ま
す
ま
す
需
要
が
伸
び
て

い
る
一
方
、
点
訳
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
面
も
あ
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
度
は
音
訳
講
習
会
の
秋
コ
ー
ス
を
新
た
に
開
講
い
た

し
ま
す
。「
視
覚
障
害
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
何
か
し
て
み
た
い
」「
本

が
好
き
」「
声
を
出
す
こ
と
が
好
き
」
…
そ
ん
な
方
に
お
集
ま
り
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
ま
た
、
ご
興
味
の
あ
り
そ
う
な
お
知
り
合

い
の
方
に
も
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

対　
象
：
4
月
1
日
現
在
で
18
歳
以
上
の
京
都
市
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
等

会　
場
：
以
下
、
い
ず
れ
も
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
：
7
月
29
日
（
土
）
13
時
30
分
～
16
時
30
分

音
訳
講
習
会
（
全
10
回
）：
8
月
19
日
～
11
月
4
日
の
毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
9
月
23
日
と
10
月
28
日
は
除
く
）

詳
し
く
は
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
に
お
い
て
、
英
語
点
字
の
表
記
が
、
2
0
1
6
年
４
月
か
ら

変
更
に
な
っ
た
こ
と
は
、本
誌
第
1
4
6
号（
2
0
1
6
年
7
月
号
）

で
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
統
一
英
語
点
字(U

nified English Braille:U
EB)

と
呼
ば
れ
る
規
則
で
、
英
語
圏
７
ヶ
国
（
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・

南
ア
フ
リ
カ
）
が
1
9
9
3
年
に
結
成
し
た
国
際
英
語
点
字
協
議

会
（International C

ouncil on English Braille:IC
EB

）

に
お
い
て
開
発
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
、
各
国
間
の
英
語
点

字
表
記
の
違
い
を
な
く
す
と
と
も
に
、
一
般
文
章
と
理
数
・
情
報
処

理
等
専
門
分
野
の
文
章
を
一
つ
の
体
系
で
表
記
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
昨
年
度
か
ら
地
域
で
学
ぶ
全
盲
中
学
生
の
英

語
教
科
書
を
こ
の
新
ル
ー
ル
で
点
訳
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
中

学
３
年
生
の
英
語
教
科

書
の
点
訳
に
取
組
み
ま

し
た
。
記
号
の
変
更
や

新
記
号
類
も
多
く
、
点

訳
・
校
正
に
苦
慮
し
ま

し
た
が
、
４
月
に
は
前

半
を
、
６
月
に
は
無
事

に
全
て
を
納
品
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
5
月
20
日
、
あ
い
あ
い

教
室
の
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
植
物
園
へ
。

　

お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

青
空
の
下
、
19
家
族
57
人

が
集
ま
っ
て
賑
や
か
な
遠

足
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
朝
し
て
い
る
「
せ
ん

せ
い
お
は
よ
う
♪
み
な
さ

ん
お
は
よ
う
♪
」の
歌
も
、

こ
の
日
は
た
く
さ
ん
の
お

友
達
や
お
父
さ
ん
も
一
緒

に
歌
い
、
お
名
前
呼
び
で

は
少
し
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
呼
ば
れ
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
歌
や
手

遊
び
で
気
持
ち
も
体
も
ほ
ぐ
れ
た
後
は
、
恒
例
の
グ
ル
ー
プ
対
抗
リ

レ
ー
!!
み
か
ん
・
い
ち
ご
・
バ
ナ
ナ
の
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
、

大
き
な
芝
生
の
上
を
一
生
懸
命
走
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
負
け
な
い
く
ら
い
、
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん
も
熱

く
な
り
、
大
勢
の
声
援
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
リ
レ
ー
の
後
は
、

み
ん
な
大
好
き
ス
カ
イ
バ
ル
ー
ン
!!
外
で
す
る
大
き
な
大
き
な
バ

ル
ー
ン
に
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
。
赤
・
青
・
黄
・
緑
、
バ
ル
ー
ン

の
カ
ラ
フ
ル
な
色
が
キ
ラ
キ
ラ
輝
き
、
び
ゅ
ー
っ
と
風
が
吹
い
て
と

て
も
気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
。

　
そ
し
て
お
腹
も
す
い
て
き
た
頃
、
木
陰
で
シ
ー
ト
を
広
げ
て
お
楽

し
み
の
お
弁
当
タ
イ
ム
。
外
で
み
ん
な
と
食
べ
る
お
弁
当
は
す
ご
く

美
味
し
か
っ
た
ね
。
お
父
さ
ん
同
士
で
集
ま
っ
た
り
、
お
母
さ
ん
同

士
で
お
喋
り
し
た
り
…
。
初
夏
の
日
差
し
の
下
、
た
く
さ
ん
の
お
友

達
と
交
流
で
き
た
遠
足
で
し
た
。

本館
3F

本館
3F

本館
2F

５月に行ったグループワーク「伝えることのむずかしさ、
伝わることのよろこび」では、皆さん様々な発見があっ
たようです。

点訳した中学 3 年生の教科書

スカイバルーンにタッチ !! 手が届くかな？

部
署
報
告
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荒
木
あ
き
子

荒
木
百
合
子

有
馬
頼
底

飯
塚
滋
子

庵
原
清

生
島
嘉
一
郎

生
島
芙
美
江

池
上
和
子

池
尻
野
恭
子

池
田
和
代

池
田
次
郎

池
田
ち
づ
子

池
田
直
美

池
田
は
る
み

池
西
憲
治

池
西
照
子

池
西
眞
暢

池
西
正
治

池
野
文
昭

池
部
剛

石
井
和
子

石
井
佳
代
子

石
黒
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
ス

テ
ム
（
株
）
石
黒
忠
夫

石
田
大
輔

石
田
幸
子

石
田
淑
子

伊
地
知
康
二

ア
ー
ル
洋
品
店

青
木
敏
枝

青
木
英
展

青
木
満
子

青
木
義
照

青
木
律
子

青
山
清
子

青
山
と
う
こ

青
山
弘

青
山
芳
文

明
石
隆
子
・
勝
行

赤
松
秀
之

審
策
太
郎

宗
教
法
人
阿
含
宗

朝
尾
直
弘

浅
川
美
津
子

朝
倉
誠

浅
野
俊
夫

浅
野
美
和
子

安
達
明
彦

厚
見
清
生

阿
部
氏
正

阿
部
光
幸

天
野
芳
子

綾
村
捷
子

荒
井
龍
也
・
信
美

新
井
温
雄

荒
垣
晨
二

菊
地
泰
次
様

京
都
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル（
株
）様

佐
々
本
研
二
様

森
紀
代
子
様

安
田
吉
男
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

2
0
1
7
年
3
月
1
日
～
2
0
1
7
年
5
月
31
日

2
0
1
7
年
3
月
1
日
～
2
0
1
7
年
5
月
31
日

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
後
援
会

多
額
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

石
津
利
幸

石
津
満
寿
美

石
原
郁
夫

石
原
ハ
ル
子

石
原
寛
司

泉
福
夫

伊
勢
清

伊
勢
村
政
子

磯
辺
美
幸

板
並
令
子

一
井
鳴
海

市
田
容
子

一
谷
孝

一
谷
彊

一
星
末
張

一
宮
寿
行

（
株
）
一
力
亭

一
色
逸
雄

井
筒
八
ツ
橋
本
舗

伊
藤
あ
ゆ
子

伊
藤
悦
子

伊
藤
収

伊
藤
純
男

伊
藤
力

稲
田
秀
治

稲
村
憲
男

稲
本
一
義

井
上
明
美

井
上
協
子

井
上
恵
介

井
上
静
子

井
上
し
の
ぶ

井
上
勢
津
子

井
上
月
就

井
上
明
美

井
上
登
志
子

井
上
富
子

井
上
正
子

井
上
雅
代

井
原
圭
子

伊
吹
優

伊
吹
元
孝

井
部
茂
子

今
井
喜
美
子

今
井
卓
雄

今
井
正
行

今
里
弘
美
・
忠
幸

今
宿
晋
作

今
西
二
郎

今
村
喜
久
子

今
村
幸
子

今
本
史
代

入
江
省
吾

入
江
恆

入
江
禮
子

音
訳
研
究
会
い
ろ
は
会

岩
重
ツ
ヤ
子

岩
見
眼
科
岩
見
達
矢

岩
本
一
夫

岩
本
信
子

上
田
明
美

上
田
勝
英

上
田
恵
一

上
田
良
子

上
野
盛
夫

上
原
祥
子

植
松
知
子

植
山
恵

臼
田
文
代

宇
髙
千
代
子

宇
高
真
理
子

内
田
亘
治

梅
田
修

梅
野
よ
し
子

梅
原
恵
美
子

榎
並
と
み

榎
本
剛

大
池
昌
一

大
河
歯
科
医
院
大
河
貴
久

大
久
保
ク
リ
ニ
ッ
ク
大

久
保
秀
夫

大
澤
忠
嗣

大
澤
み
さ
き

大
島
仁

大
田
正
樹

太
田
吉
美

大
田
龍
二

大
谷
恵
子

大
津
日
出
子

大
槻
清
子

大
槻
登

大
坪
郁
子

大
藤
恭
代

大
西
越
巳

大
西
和
子

大
西
正
広

大
西
道
子

（
有
）
オ
ー
ネ
ス
ト
・

オ
フ
ィ
ス
サ
ー
ビ
ス

大
橋
伃
仕
栄

大
原
社
労
士
事
務
所
大
原
耕
也

大
平
修
爾

大
前
正
治

大
町
賢

大
向
久
子

大
村
悦
子

大
目
忠
二
・
昌
子

大
森
憲

大
森
良
二

大
山
悠
子

岡
田
幸
子

岡
田
多
栄
子

岡
田
ゆ
き
子

岡
村
美
佐
子

岡
本
喜
久
穂

岡
本
喜
代
子

岡
本
治
男

沖
本
勲
武

奥
田
千
佳
子

奥
村
透

奥
村
久
子

奥
村
正
治

小
笹
和
江

長
村
貞
子

長
村
陽
子

小
澤
陽
子

小
田
京
子

小
田
部
榮
助

落
田
敏
治

小
野
桂
市

小
野
仁
之

小
野
大
・
え
み
こ

面
谷
祐
三
子

影
山
五
郎

香
西
朗

笠
井
貴
美
子

梶
寿
美
子

加
地
久
子

梶
宏

梶
川
医
院
梶
川
洋
司

梶
原
清
一

梶
原
テ
ル

片
岡
美
宝

桂
き
ぬ

門
哲
雄

嘉
戸
靖
子

加
藤
恵
美
子

加
藤
静
允

加
藤
進

加
藤
俊
和

加
藤
弘
子

加
藤
博
史

加
藤
み
な
み

加
藤
喜
也

金
綱
隆
弘

兼
田
茂
和

加
納
重
雄

蒲
田
良
子

上
参
郷
禮
子

神
城
歯
科
医
院

神
谷
俊
昭

亀
井
保
幸

亀
井
陽
子

蒲
原
孝

加
舎
房
子

香
山
良
樹

唐
橋
ミ
ヤ
子

刈
米
育
子

川
合
啓
子

川
合
正
子

川
勝
秀
一

後
援
会
費
、
運
営
資
金
等
寄
付
金
を
納
入
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
山
清
子

上
野
盛
夫

岡
田
修

梶
寿
美
子

加
藤
博
史

川
上
武
司

京
都
か
ら
竹
民
謡
会

久
保
忍

Ｊ
Ｒ
Ｐ
Ｓ
京
都
支
部

鈴
木
紘
一

大
同
卓

西
口
都
志
子

西
村
一
美

ひ
ま
わ
り

舟
山
宏

松
村
ヨ
シ
子

京
都
産
業
大
学
邦
楽
部

京
都
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ａ-

Ａ
Ｌ
Ｃ

久
世
敏
代

倉
橋
泰
子

後
藤
節
子

小
松
朝
子

さ
え
ず
り
会

榊
美
智
子

佐
久
間
正
雄

櫻
田
朋
子

佐
渡
一
宏

佐
渡
和
代

柴
尾
美
幸

柴
田
慶
子

島
義
人

清
水
明
美

清
水
嵩
平

白
坂
澄
夫

城
野
時
一

杉
浦
洋
子

住
山
旦
子

瀬
川
嘉
子

高
木
宏
子

髙
橋
桂
子

高
橋
美
知
代

滝
村
富
子

竹
岡
俊
昌

竹
下
八
千
代

谷
口
虹
子

谷
田
守
隆

玉
城
忍

辻
謙
一

辻
美
也
子

椿
井
一
枝

点
友
会

東
稔
英

富
村
保
子

鳥
飼
幸
子

直
井
恵
子

永
井
寿
江

長
曽
葉
子

中
台
不
二
子

中
西
博
子

南
條
康
子

西
尾
紀
子

西
島
き
よ
子

西
松
義
夫

西
村
貞
子

西
村
美
穂
子

西
村
ゆ
り

野
間
赳
夫

橋
本
容
子

畑
勇
子

明
日
の
友
誌
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
阪
友
の
会

天
岡
宏

飯
塚
涼
子

生
島
芙
美
江

一
般
財
団
法
人
池
坊
華
道
会

井
後
あ
か
ね

石
川
泰
史

一
谷
孝

市
邊
愛
佳

稲
田
秀
治

井
上
ジ
ュ
ン

井
上
千
恵
子

井
上
正
子

今
井
さ
か
江

今
井
悟

今
宿
敬
子

内
田
主
男

内
田
務

打
谷
慎
二

宇
野
宏
美

梅
田
智
美

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
ジ
ョ
ナ
サ
ン

大
久
保
和
英

大
澤
み
さ
き

大
谷
八
重
子

大
塚
善
子

大
槻
み
ゆ
き

大
戸
明
美

大
橋
東
洋
彦

奥
田
ま
さ
子

奥
村
久
子

奥
山
晴
生

小
倉
宏
子

小
倉
百
合
子

海
田
礼
子

ヴ
ィ
ヤ
・
ナ
カ
オ
・
カ
オ
ル

加
藤
恭
子

加
藤
紀
江

金
子
欣
珠
子

鎌
田
啓
子

河
村
峯
子

菊
沢
喜
八
郎

木
嶋
和
子

木
瀬
冨
美
子

北
垣
せ
つ
子

北
川
吉
子

北
村
喜
久
子

北
村
貞
人

北
脇
圭
二

木
本
多
江
子

京
都
産
業
大
学
新
社
会 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

林
美
智
子

ハ
レ
ル
ヤ
会

一
松
睦
子

ひ
と
よ
咲
希

平
知
可
子

平
場
澪

廣
瀬
佳
代

深
尾
泰
司

福
見
久
代

藤
井
綾
子

藤
田
慧
子

藤
野
つ
る
み

古
谷
美
千
子

逸
見
邦
子

細
井
周
史

堀
田
陽
子

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
に
じ

堀
口
宣
子

本
沢
芳
子

マ
イ
ク
・
デ
イ
ビ
ス

前
田
ふ
じ
子

桝
井
照
子

松
尾
信
藏

松
尾
清
三

松
本
す
み
子

的
場
美
恵
子

三
木
正
子

宮
川
尚
子

宮
永
ま
ゆ
み

村
上
直
子

本
草
野
政
雄

森
田
徳
子

森
初
子

八
木
光
代

藪
佳
子

山
下
祐
嘉
里

山
荘
恵
美
子

山
田
恭
子

山
西
利
美

山
本
尚
樹

ゆ
っ
け
ち
ゃ
ん

横
山
邦
子

吉
田
善
次

朗
読
グ
ル
ー
プ
あ
い
あ
い

渡
辺
多
鶴
子

渡
辺
ツ
ヤ
子

渡
部
隆
三

和
田
三
重
子

匿
名
2
件

（
５０
音
順
・
敬
称
略
）

京
都
仏
眼
鍼
灸
理
療
専
門
学
校
様

二
木
達
浩
様

前
田
修
二
様

松
尾
清
三
様

洛
星
中
学・高
等
学
校
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
様

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
株
）わ
か
さ
生
活

鳥
居
寮
点
字
サ
ー
ク
ル

匿
名
９
件

2
0
1
7
年
3
月
1
日
～
2
0
1
7
年
5
月
31
日

寄
付
金　
39
件　
7
5
0,
2
8
9 

円

物
品
寄
付・ご
奉
仕　
1
6
6
件

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
法
人
本
部

寄
付
金 お

れ
い

多
額
の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

物
品
寄
付
・
ご
奉
仕

応
援
い
た
だ
き
ま
し
た
会
員
の
皆
さ
ま
の

お
名
前
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

後
援
会
費　

8
2
4
件　
1,
6
4
8,
0
0
0
円

運
営
資
金
等
寄
付
金　
4
1
0
件　
　
　
　
　
　

2,
4
9
0,
8
6
4
円
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ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

高
齢
者
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー

ほ
く
ほ
く

京
都
市
北
部
障
害
者

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
見
え
に
く
さ
に
よ
る
不
便
を
感
じ
た
り
不
安
の
あ
る
方
、身
体・

知
的
・
精
神
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
、
ご
家
族
が
対
象
で
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
視
覚
障
害
高
齢
者
に
や
さ
し
い
施
設
」
と
し
て
盲
養
護
、
特
養
、

通
所
介
護
、
居
宅
、
短
期
入
所
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
。

　
地
域
に
お
住
ま
い
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
の
あ
る
方
、
難

病
の
方
が
、「
自
分
ら
し
い
生
活
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
一
緒
に

考
え
て
行
動
し
ま
す
。

北
部
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
支
援

セ
ン
タ
ー
部
会
に
参
加
し
ま
し
た
！

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀 

合
同
企
画
い
ろ
い
ろ

　
北
部
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

部
会
や
児
童
部
会
、
就
労
支
援
部
会
な
ど
種
別
ご
と
の
部
会
が
あ

り
ま
す
。

　
相
談
員
が
参
加
し
て
い
る
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
で
は
、
北
区
・
左

京
区
を
担
当
す
る
3
つ
の
支
援
セ
ン
タ
ー「
き
ら
リ
ン
ク
」「
ら
し
く
」

「
ほ
く
ほ
く
」
が
２
ヵ
月
に
１
度
集
ま
り
、
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
研

修
や
情
報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
13
日
の
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
で
は
、
各
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

昨
年
一
年
間
の
相
談
傾
向
や
課
題
を
持
ち
寄
り
、
共
有
と
検
討
を
行

い
ま
し
た
。

　
法
的
な
知
識
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
問
題
や
、
医
療
的
な
知
識
や

見
解
が
必
要
な
課
題
な
ど
、
専
門
家
か
ら
の
助
言
や
介
入
が
必
要
と

思
わ
れ
る
報
告
が
あ
り
、
改
め
て
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
支
援
セ
ン
タ
ー
部
会
で
の
情
報
交
換
を
通
し
て
、
よ
り
良

い
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
で
は
楽
し
い
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

盲
養
護
、
特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
複
合
施
設
の
利
点
を
い
か
し
て
、

「
皆
で
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
部
署
の
合
同
企
画
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
今
回
は
そ
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
定
期
開
催
と
な
っ
た
体
操
教
室
で
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

機
能
訓
練
指
導
員
が
主
体
と
な
っ
て
、
集
団
体
操
を
行
い
、
体
を
動

か
す
企
画
で
す
。
皆
さ
ん
で
集
ま
っ
て
体
操
を
す
る
と
賑
や
か
で
、

な
ん
だ
か
楽
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
は
恒
例
の
ゲ
ー
ム
大

会
で
す
。
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
で
養
護
、
特
養
、
デ
イ
と
チ
ー
ム
に
わ

か
れ
て
得
点
を
競
い
ま
す
。
結
構
白
熱
し
て
、
我
先
に
と
手
を
上
げ

る
利
用
者
さ
ん
ば
か
り
で
す
。

　
ま
た
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
企
画
の
も
と
、
副
音

声
映
画
上
映
会
も
行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
見
た
り
聴
い

た
り
す
る
映
画
は
迫
力
が
あ
り
、
副
音
声
の
お
か
げ
で
わ
か
り
や
す

く
映
画
を
鑑
賞
で
き
た
と
い
う
声
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
他
に
も
時
々
、
部
署
の
垣
根
を
超
え
中
庭
に
て
皆
で
お
昼
ご
飯
を

食
べ
た
り
と
、
朱
雀
全
体
で
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

中庭での昼食会の様子

集まって準備運動です

相
談
支
援
室

鳥居寮
別館

ライトハウス
朱雀

部
署
報
告
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「
視
覚
障
害
者
も
公
道
で
走
り
た
い
」
と
い
う
声
を
受
け
て
長
年
開
催
し
て
き
た
視

覚
障
害
者
京
都
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
引
き
継
ぎ
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
京
都
視
覚
障

害
者
「
チ
ャ
レ
ン
ジ･

ラ
ン
」
を
今
年
も
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
「
視
覚
障
害
が
あ
っ
て
も
走
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
お
持
ち
の
視
覚
障
害
者
が
、

気
軽
に
参
加
で
き
る
内
容
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

日　
　
時
： 

10
月
22
日（
日
）
9
時
～
12
時

会　
　
場
：
楽
只
小
学
校 

運
動
場

種　
　
目
：
一
定
時
間
内
（
3
分
、
7
分
）
で
走
行
し
た
距
離
を
計
測

参 

加 

費
：
無
料

定　
　
員
：
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

お
問
合
せ
：
京
都
視
覚
障
害
者
「
チ
ャ
レ
ン
ジ･

ラ
ン
」
実
行
委
員
会
事
務
局

電　
話：0
7
5（
4
6
2
）4
4
0
0
 　

F
A
X：0
7
5（
4
6
2
）4
4
0
2

夏季休館・休業のお知らせ
　本館休館中は宿直および日直も不在となりますのでご注意く
ださい。ご迷惑をお掛けしますが、よろしくお願いいたします。

★本館休館　

窓口・貸会場　 
８月14日（月）18時～　
　　　　　　　　　15日（火）
※16日（水）9時 ～ 平常通り

★本館各サービスの休業
情報ステーション ８月 13 日（日）～ 16 日（水）
きらきら ８月 10 日（木）～ 15 日（火）
パソコン相談 ８月 10 日（木）～ 15 日（火）
ロービジョン相談 8 月 16 日（水）
★朱雀わくわく
売店のみ営業 ８月 10 日（木）
夏季休業 ８月 11 日（金）～ 15 日（火）

今
年
も
京
都
視
覚
障
害
者「
チ
ャ
レ
ン
ジ・ラ
ン
」を
開
催
し
ま
す
！

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
ま
つ
り
2
0
1
7

お
知
ら
せ

～
笑
顔
で
つ
な
ぐ  

ハ
ウ
ス
×

か
け
る

1
千0

0
0
K
北I

T
A
～

　
利
用
者
、家
族
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、職
員
と
地
域
の
方
々
と
の
楽
し
い
交
流
の
場

と
な
り
ま
す
よ
う
、ス
テ
ー
ジ
発
表
や
模
擬
店
、抽
選
会
な
ど
の
催
し
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
千
本
北
大
路
の「
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」に
て
、皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

日　
　
時
： 

10
月
29
日（
日
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　
（
模
擬
店 

11
時
～
15
時 

な
く
な
り
次
第
終
了
）

会　
　
場
：
京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
全
館  

※
小
雨
決
行
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お
れ
い

川
上
武
司

川
嶋
憲
治

河
瀬
修
一

河
内
良
弘

川
野
邦
造

河
村
佳
代
子

川
村
正
一

川
村
春
海

川
本
千
春

木
内
芳
子

菊
地
貴
美
枝

木
坂
順
一
郎

岸
陽
子

岸
田
典
子

岸
本
正
子

岸
本
三
代
子

北
川
喜
美
子

北
野
裕
子

北
原
千
津
子

北
村
文
子

北
村
裕
喜
子

北
村
良
子

北
脇
圭
二

吉
川
太
刀
夫

き
つ
つ
き
の
会

木
寺
宏
之

鬼
頭
誠

木
下
收

木
下
克
代
子

木
下
義
男

貴
寶
院
邦
彦
・
英
代

木
村
医
院
木
村
文
昭

木
村
健
一

木
村
晴
子

木
村
博
司

木
村
正
勝

木
村
道
子

京
都
第
一
法
律
事
務
所

京
都
廣
学
館
高
等
学
校

学
校
長

京
都
聖
母
女
学
院
短
期

大
学
学
務
課

京
都
ト
ヨ
タ
自
動
車

レ
ク
サ
ス
北
大
路

清
本
隆
行

吉
良
セ
ツ
子

桐
山
千
秋

久
坂
夏
子

朽
木
久
子

國
重
阿
夜
子

久
野
靖
子

久
保
賢
治

久
保
早
苗

久
保
元
里
美

熊
田
き
ぬ

熊
本
侑
子

久
山
元

倉
田
京
一

倉
田
時
子

倉
林
明
子

栗
原
亨

栗
原
紀
久

久
禮
博
一

黒
河
待
子

黒
住
康
晴

黒
中
加
代
子

桑
原
あ
ず
さ

桑
原
美
保
子

小
池
清
喬

小
泉
京
子

（
株
）
公
益
社

光
明
幼
稚
園

高
良
冨
子

こ
お
ろ
ぎ

古
賀
義
大

小
島
文
夫

小
髙
久
仁
子

児
玉
佳
代
子

小
寺
啓
介

小
寺
尉
就

小
西
憲
子

（
株
）
小
林
鉄
工
所

小
林
光
子

小
林
良
平

小
牧
芳
子

小
藪
忠
志

小
山
菊
弘
・
靖
子

小
山
信
行

近
藤
伸
光

近
藤
文
子

近
藤
美
佐
子

近
藤
美
也
子

崔
秀
賢

斉
田
律
子

齋
藤
正
一

齋
藤
富
佐
代

酒
井
克
之

阪
井
敏
雄

酒
井
久
江

酒
井
富
美
子

榊
朗
裕

嵯
峨
野
病
院

作
野
叡
子

佐
久
間
正
雄

櫻
田
朋
子

酒
元
直
美

酒
元
モ
モ
エ

佐
々
江
満
治

佐
々
木
克
巳

佐
々
木
敬
介

佐
々
木
建
三

佐
々
木
清
八

佐
竹
邦
夫

貞
森
克
博

佐
渡
和
代

佐
藤
貞
子

佐
藤
譲

佐
藤
洋
子

佐
藤
令
子

佐
野
康
二

佐
野
シ
ゲ
子

佐
野
理
恵

佐
野
眼
科
診
療
所
佐
野
貴
之

佐
野
眼
科
診
療
所
佐
野
裕
志

（
株
）
サ
ロ
ン
ド
ロ
ワ
イ
ヤ
ル

山
藤
芳
野

産
婦
人
科
内
科
小
児
科

島
岡
医
院

椎
名
陽
一

塩
川
亥
智
彦

塩
川
朝
子

塩
見
正
子

志
賀
朱
美

志
垣
惠
子

四
方
寛
之

重
田
裕
之

篠
田
泰
明

篠
原
敏
郎

芝
恵
一
郎

芝
田
徳
造

柴
田
弘
次

渋
谷
健
次

嶋
岡
光
子

島
田
喜
代
子

島
田
哲
夫

島
田
文
子

清
水
明
美

清
水
敬
子

清
水
由
紀
子

下
奥
重
望

下
薗
栗
子

庄
野
勇
夫

城
陽
点
字
サ
ー
ク
ル

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

白
藤
順
子

新
谷
洋
子

菅
豊
彦

杉
浦
洋
子

杉
本
冨
紗
子

杉
本
康
代

鈴
木
孝
一

鈴
木
茂
嗣

鈴
木
純
子

鈴
木
つ
や
子

鈴
木
昌
子

鈴
間
潔

砂
川
昇

住
谷
高
子

聖
ヨ
ゼ
フ
医
療
福
祉

セ
ン
タ
ー
廣
田
陽
代

関
森
崇
文

全
永
奈

千
宗
左

千
保
幸
子

園
田
義
次

薗
部
光
子

髙
尾
幸
江

髙
﨑
秀
夫

髙
田
み
よ
子

髙
橋
功

髙
橋
初
枝

高
橋
美
知
代

高
畑
正
悟

宝
田
克
男

宅
間
英
郎

竹
内
美
紀

竹
下
医
院
竹
下
一
成

竹
下
義
樹

武
田
あ
つ
み

武
田
祥
夫

武
田
久
子

武
田
マ
ス
ヱ

竹
中
ま
す
み

竹
村
忠
義

竹
村
良
三

田
坂
讓

田
澤
美
津
江

田
尻
敏
子

多
田
万
砂
子

橘
洋
子

達
野
武

立
石
昭
三

田
中
幸
子

田
中
智

田
中
清
次

田
中
セ
ツ
子

田
中
武

田
中
正

田
中
千
代
子

田
中
政
勝

田
中
道
夫

田
中
美
千
子

田
中
泰
子

（
株
）
田
中
長
奈
良
漬
店

田
辺
誠
子

谷
乙
弘

谷
直
介

谷
垣
幸
代

谷
口
久
仁
栄

田
畑
悟

田
畑
好
子

田
原
範
子

田
渕
茂
彦

田
渕
ふ
づ
き

田
渕
り
さ

玉
井
義
朗

玉
田
和
江

玉
本
晃

田
村
悦
子

田
村
裕
二

崔
春
夫

（
医
）
千
原
眼
科
医
院

張
文
玉

津
江
叔
子

塚
本
倫
子

築
柴
恵
美
子

辻
麻
里

辻
ミ
チ
子

辻
や
よ
い

辻
本
豊
子

土
田
正

土
山
緋
沙
子

堤
明
子

堤
江
美
子

つ
と
う
医
院
伝
俊
秋

常
見
修
平
・
泰
子

露
木
佳
子

手
銭
秀
夫

寺
井
直
江

寺
田
昭
和

寺
田
香
代
子

寺
田
寧
子

寺
田
陽
子

寺
村
美
春

点
訳
グ
ル
ー
プ
宇
治
川

東
江
義
一

東
海
和
子

土
江
田
曜
子

遠
山
浩
正

戸
川
溥
子

徳
賀
民
子

徳
田
英
子

徳
田
登
茂
枝

徳
久
道

戸
田
寛

戸
谷
俊
之

百
々
眼
科
診
療
所
百
々

由
加
利

富
田
隆
介

富
村
保
子

富
山
竜
二

豊
田
衣
子

鳥
飼
幸
子

鳥
越
吉
郎

（
株
）
内
藤
建
築
事
務
所

直
井
恵
子

永
井
春
彦

中
尾
明
美

中
川
真
一

仲
島
ト
シ
エ

中
嶋
直
子

中
島
正
之

中
島
弥
生

中
田
英
子

中
田
徹
夫

中
谷
武
司

中
谷
保
子

中
出
美
智
子

中
西
正
人
司
法
書
士
事
務
所

中
西
恭
子

中
根
し
づ
子

中
野
正
子

な
か
の
眼
科
中
野
由
起
子

中
原
幸

中
町
松
枝

中
村
貞
子

中
村
純
治

中
村
延
子

中
村
春
実

中
村
良
子

泥
順
彦

社
会
福
祉
法
人
七
野
会

井
上
ひ
ろ
み

菜
畠
京
一

奈
良
い
ず
み

奈
良
総
合
法
律
事
務
所

南
條
ひ
と
み

南
條
康
子

西
祥
太
郎

西
京
子

西
利
子

西
岡
信
子

西
岡
栄
子

西
河
郁
夫

西
川
か
を
り

西
川
隆
善

西
口
都
志
子

西
小
路
一
葉

西
躰
勝
子

西
野
佐
知
子

西
野
と
み
よ

西
畑
貴
好

西
原
勝
則

西
原
重
一

西
村
敦
子

西
村
恵
美
子

西
村
加
代
子

西
村
圭
子

西
村
貞
子

西
村
さ
と
子

西
村
さ
と
み

西
村
隆
宏

西
村
照
代

西
村
久
子

西
村
昌
子

西
村
美
奈
子

西
村
由
紀
子

西
本
ひ
さ
子

西
山
佳
惠

根
岸
寿

能
澤
義
和

野
尻
誠

野
瀬
隆

野
田
医
院
野
田
春
夫

野
藤
銃
公

野
原
康

野
村
祐
代

野
村
玲
子

橋
本
和
子

橋
本
壮
一

橋
本
富
美
子

長
谷
川
紅
子

長
谷
川
輝

長
谷
川
正
國

長
谷
川
美
代
子

長
谷
川
理
恵

長
谷
部
光
二

八
田
良
子

八
田
一
郎

初
田
法
子

服
部
畝
美

服
部
誠
一

服
部
俊
子

花
の
会

馬
場
満
男

濱
口
さ
と
み

濱
田
俊
彦

林
節
雄

林
美
智
子

原
岡
瑞
枝

原
田
佳
子

春
田
泰
文

幡
宏
幸

馬
場
俊
明

東
景
子

東
宏
子

久
木
利
昭

久
常
進
治

（
株
）
ヒ
ト
ミ
人
見
康
裕

人
見
米
一

桧
須
磨
子

兵
庫
一
嘉

平
井
欽
二

平
井
誠

平
島
澄
江

平
野
は
る
み

平
間
仁

平
松
治
子

平
山
昭
一

飛
龍
ま
す
み

廣
岡
清
文

広
瀬
節
子

弘
田
ト
モ
子

廣
藤
千
代
子

深
田
美
知
子

深
田
康
夫

福
井
晟

福
井
久
男

福
田
健

福
田
孝
子

福
田
直
彦

福
田
光
代

福
田
泰
子

福
本
祐
代

福
山
功
子

藤
井
興
一

藤
島
賴
子

（
株
）
フ
ジ
タ

藤
田
和
子

藤
田
慧
子

藤
田
敏

藤
田
千
壽

藤
田
ひ
ろ
子

藤
田
洋
一

蔓
弘

藤
村
由
喜
子

藤
本
邦
雄

藤
本
芳
隆
・
元
美

藤
原
一
宏

藤
原
恵
子

藤
原
久
子

藤
原
八
重
子

（
医
）
藤
原
内
科
藤
原
正
隆

（
一
財
）
不
審
菴

二
村
宏
江

舟
越
義
男

船
本
裕
己
子

舟
山
宏

古
田
正
巳

古
橋
エ
ツ
子

文
堂
千
代
子

逸
見
邦
子

星
川
節
子

星
谷
惠
美
子

細
川
富
美
子

細
野
ま
り

堀
田
陽
子

堀
栄
子

堀
江
眞
造

堀
口
宣
子

堀
田
明
弘

本
沢
芳
子

本
庄
史
子

前
川
保
夫

前
田
耿
二

前
田
昭
平

前
田
雅
美

牧
野
敦
代

増
田
駿

増
田
壽
美
子

増
田
富
夫

松
井
珍
男
子

松
井
邦
芳

松
井
登

松
浦
希
共
子

松
尾
桂
子

松
田
隆
司

松
田
憲
彦

松
田
有
里
子

松
谷
一
恵

松
波
由
美
子

松
野
洋
子

松
原
為
和
・
恵
子

松
原
義
人

松
村
孝
之

松
村
美
子

松
村
ヨ
シ
子

松
本
す
み
子

松
本
芳
子

眞
鍋
清
子

茨
田
和
代

三
浦
豊
子

三
木
一
弘

三
木
正
子

水
口
武
夫

水
野
歯
科
医
院
水
野
雅
則

水
本
静
枝

溝
川
正

三
谷
邦
子

（
株
）
三
井
田
商
事

翠
川
医
院

南
初
美

簑
田
忠
博

蓑
毛
慶
一
・
妙
子

三
村
敏
子

宮
川
絢
子

宮
川
京
子

宮
城
由
紀
子

宮
崎
茂

宮
澤
一
恵

宮
田
和
子

宮
田
健

宮
永
ま
ゆ
み

宮
部
純

椋
光
由

村
尾
寛
治

村
尾
幸
子

村
上
悦
子

村
上
笑
子

村
上
理

村
上
孔
子

村
上
元
治

村
田
栄
子

村
田
和
子

村
山
彰

村
山
造
酢
（
株
）
村
山
忠

彦本
草
野
政
雄

森
一
成

森
和
彦

森
紀
代
子

森
利
雄

森
能
里
子

森
眞
智
子

森
水
恵

森
下
庸
子

森
嶋
公
枝

森
田
君
代

森
田
弘
光

森
田
冨
佐
子

森
藤
哲
良

森
本
和
子

森
本
登
美
栄

森
本
光
子

守
屋
森
次

森
吉
美
禰
子

八
木
喜
美
子

八
木
司

八
木
光
代

八
木
彌
生

安
田
ひ
ろ
子

安
田
弘

安
田
行
雄

安
田
吉
男

安
武
真
理

安
光
あ
や

安
本
理
子

山
川
章
三

山
川
美
津
子

山
口
貞
子

山
口
敏
子

山
口
晴
生

山
口
由
美

山
﨑
圭
ノ
亮

山
﨑
佐
登
子

山
﨑
澄
子

山
崎
陽
子

山
下
恵
利
子

山
下
勝
子

山
下
美
千
代

山
田
恭
子

山
田
順
三

山
田
新
作

山
田
亮
三

山
戸
節
子

山
中
裕
子

山
西
利
美

山
ノ
内
和
美

山
原
瑞
穂

山
本
綾
乃

山
本
早
苗

山
本
賀
則

山
本
多
加
夫

山
本
珠
子

山
本
俊
夫

山
本
信
子

山
本
浩
貴

山
本
文
美

山
本
富
美
子

山
本
正
子

山
本
ま
ゆ
み

山
本
洋
子

結
城
ゆ
か
り

弓
削
堅
志

弓
削
由
佳

弓
谷
美
智
子

横
田
聡

横
山
俊
彦

吉
岡
隆
則

吉
川
幸
子

吉
川
良
太
郎

吉
崎
久

吉
沢
美
年

吉
田
菜
穂
子

吉
田
久
枝

吉
田
眼
科
医
院
吉
田
雅
子

吉
武
顕

葭
矢
み
ど
り

米
田
承
子

楽
友
個
人
タ
ク
シ
ー
協
同
組
合

わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト

脇
勝
一

和
田
一
洋
・
恵
子

和
田
孝
乃
子

渡
邉
一
夫

渡
邉
文
子

わ
た
な
べ
ク
リ
ニ
ッ
ク

渡
邉
雅
彦

渡
部
隆
三

匿
名
11
件

（
５０
音
順
・
敬
称
略
）

※
今
号
に
後
援
会
だ
よ 

　

り
を
同
封
さ
せ
て
い

　
た
だ
き
ま
し
た
。

京
都
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
後
援
会
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京 
ラ 

の 

窓

新
人
職
員
紹
介

①
抱
負

　

②
マ
イ
ブ
�
ム

　

③
似
顔
絵

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
�

①
少
し
で
も
早
く
慣
れ
て
利
用
者
様
の

名
前
を
覚
え
た
り
仕
事
を
覚
え
た
り

仲
良
く
出
来
る
様
に
な
り
た
い
で
す
。

職
員
の
方
々
も
す
ご
く
優
し
い
の
で

い
ろ
い
ろ
話
し
た
り
し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
い
ろ
ん
な

映
画
を
み
る

こ
と
で
す
。

前
田
大
樹

③

①
親
切
、
誠
実
を
心
掛
け
、
利
用
者
様
の
健
康

管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

段
々
、
頭
の
回
転
が
悪
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

の
で
、
な
ん
と
か
、
経
験
値
で
カ
バ
ー
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園:

マ
ン
シ
ョ
ン
な
の
で
、

水
や
り
が

大
変
で
す
。

八
木
美
由
紀

③

①
ま
ず
は
仕
事
を
し
っ
か
り
覚
え
て

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
。
ま
た
、
利
用
者
さ
ん
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
健
康
面
・
メ
ン
タ
ル
面

へ
の
配
慮
を
心
掛
け
て
行
き
た
い
で
す
。

②
犬
と
遊
ぶ
こ
と

佐
藤
麻
衣
子

③

①
少
し
老
け
た
新
人
で
す
が
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
仕
事
を
覚
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

②
ウ
ク
レ
レ

バ
ー
ジ
ョ
ン
の

“こ
の
素
晴
ら
し
き

世
界
”
と
い
う

曲
で
す
。

い
つ
か
ウ
ク
レ
レ
が

弾
け
た
ら
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

藤
澤
か
ず
え

③

①
利
用
者
さ
ん
の
で
き
る
を
増
や
し
た
り

維
持
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
で
す
。

②
休
み
の
日
に

お
し
ゃ
れ
な
店
に
行
く
こ
と
で
す

細
井
早
希

③

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

特
養
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

特
養
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

特
養
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

看
護
師

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀

看
護
師

ま
え
だ

　た
い
じ
ゅ

ふ
じ
さ
わ

　か
ず
え

ほ
そ
い

　さ
き

さ
と
う

　ま
い
こ

や
ぎ

　み
ゆ
き

編
集
後
記　
　
　
　
気
が
付
い
た
ら「
暑
い
！
」と
言
っ
て
い
る
、そ
ん
な
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
と
は
環
境
が
変
わ
り
、
戸
惑
い
の
毎
日
。
そ
れ
に
加
え
こ
の
暑
さ
で
、
フ
ラ
フ
ラ
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
助
け
ら
れ
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
出
会
っ

た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
し
、こ
れ
か
ら
を
元
気
に
過
ご
し
て
行
き
た
い
で
す
。（
千
葉
貴
彦
）

　京都ライトハウス（京ラ）は色々な方とのつ
ながりの中で、日々成長させていただいてい
ます。このコーナーではそんなつながりの一
場面をご紹介できればと思います。

笑
顔
で
皆
が
つ
な
が
り
あ
え
る
場　

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
　
わ
く
わ
く
　

　
白
い
壁
に
観
葉
植
物
が
飾
ら
れ
た
温
か
い
雰
囲
気
の「
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ

わ
く
わ
く
」。
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
の
理
念
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
た

キ
ー
ワ
ー
ド「
い
き
い
き　
わ
く
わ
く　
こ
つ
こ
つ
」か
ら
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
朱
雀
と
共
に
オ
ー
プ
ン
し
、
先
日
１
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
ほ
ぼ
毎
日
来
ら
れ
る
地
域
の
方
も
あ
り
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
楽
し
く
お

話
し
し
て
帰
ら
れ
る
よ
う
で
す
。「
わ
く
わ
く
」は
売
店
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
和
菓
子
や
洋
菓
子
、あ
ら
れ
な
ど
が
並
び
、こ
こ
で
の
お

買
い
物
は
、外
出
が
難
し
い
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
楽
し
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
利
用
者
さ
ん
の
健
康
状
態
や
好
み
を
把
握
し
、「
柔
ら
か
い
も

の
」「
甘
く
な
い
も
の
」な
ど
、そ
の
人
に
あ
っ
た
も
の
を
薦
め
た
り
も
す
る

そ
う
で
す
。

　
「
わ
く
わ
く
」は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
本
館
の「
き
ら
き
ら
」と
同
じ
く
Ｆ
Ｓ
ト

モ
ニ
ー
が
運
営
。
午
後
に
は
ト
モ
ニ
ー
の
自
主
製
品
で
あ
る
点
字
用
紙
の

紙
袋
や
古
布
で
作
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
も
並
び
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
っ
て
見
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

つながる京ラ

「お店の名前にあるように、わくわく
した気分で明日を待ってもらえるよう
な場所にしたいです」 スタッフ一同


